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なお,Duffy らの求めた 2.7K付近の異常は, 三次元長距離秩序によるものではなく,短距離秩序の
発達に伴なうものと解釈する方が妥当なことがのべられている｡













磁化率の温度変化は 4.6Kを極大とする幅の広いピークを示し, また 1.67Kで比較的鋭い極小を示
す｡この極小は磁化率の異方性より不純物に困るものでないことが明らかにされている｡磁化率の測定結
果は高温展開法によって解析され,それより当物質はスピンS-1/2の等方的反強磁性体とみなすことが


















参考論文の 1)と4)は本論文の先駆をなすものである｡その2)は反磁性マ トリックス中の DANOラ
ジカル対についての ESRの研究であり,その3)は DANO類似物質であるdiphenylnitricoxideの研
究であり,共に労作である｡
よって,本論文は理学博士の学位論文として価値あるものと認める｡
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